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~ Background ~ 



◆ 明るい点源（星や銀河）を除いた残りの等方成分 
 

◆ 点源に分解できない暗い天体の光を含む 
 

  ・様々な時代の光の放射と吸収の全ての歴史が反映 

背景放射（EBL）とは 

Hauser & Dwek01 



近赤外線背景放射の観測結果：絶対値 

Matsumoto+15 
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準解析的モデルでの背景放射計算 

Inoue+13 



初代銀河の寄与評価 

Inoue+13 



◆ Isky = IZL + IISL + IDGL + IEBL 
 
 

◆ IZL (> 0.5 Isky) を高精度で引くことが必須 
 

 － 黄経・黄緯に依存、季節変動 
 － COBE/DIRBE の観測結果ベースのモデル (Kelsall+98) が 
    今でも使われているが、独立な観測データを元にした 
    検証はなし 
 

    IEBL の絶対値には IZL 推定値の系統誤差が含まれる 

絶対値の観測の問題点 
惑星間ダスト 
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近赤外線背景放射の観測結果：ゆらぎ 
◆ IZL は黄経・黄緯に依存するが、< 1° スケールでは 
  ほぼ均一 
 

 ・ Isky の平均成分を引いたゆらぎのパターンを見れば、 
   黄道光モデルに依らない EBL の観測が可能 
 

 ・ Spitzer/IRAC-bands で 
   > 1’ スケールのゆらぎが 
   検出 (e.g., Kashlinsky+05, 
              Kashlinsky+12) 
 

  黄道光起源ではない、 
   系外銀河起源のゆらぎ 
 

   検出限界より暗い銀河で 
   期待されるゆらぎから 
   超過 

Kashlinsky+12 

[3.6] > 25 ABmag 



ゆらぎの起源 
(1) high-z sources (e.g.,Kashlinsky+12) 
 

  － 2 halo term で説明できると言っているが、ゆらぎの 
     絶対値はフリーパラメータでフィット 
(2) intrahalo light (IHL; e.g., Cooray+12) 
 

  － IHL @ z = 0 -- 5 で説明できると言っているが、IHL の 
     モデルは雑 

Kashlinsky+12 Cooray+12 
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Application to NIR 
Background Radiation 



ハロー内の全銀河の積分光度 Ltot,Ks 



ハロー内の全銀河の積分光度 Ltot,Ks 

z = 0 -- 5 で Cooray+12 の Ltot,Ks は 
かなり過大評価  



ハロー内の全銀河の積分光度 光度関数 
Cooray+12 と同じ 

IHL の再現には 
fIHL > 1% が必要 



◆ ν2GC モデルで Cooray+12 の IHL モデルを検証 
  － Cooray+12 が IHL 計算の際に仮定していたハロー内の 

  全銀河光度 Ltot,Ks vs. Mhalo 関係は、Ltot,Ks をかなり 
  過大評価 

  － ν2GC モデルの Ltot,Ks を元にすると、Cooray+12 と 
  同じ IHL 光度関数の再現には fIHL > 1% が必要 

 

◆ Cooray+12 と同じ関数形で fIHL を与えて、CIB ゆらぎの 
パワースペクトル再現に必要な fIHL を調べる 

まとめと Future Work 
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